
 

 

 

さる、平成 26 年 7 月 11 日（金）厚生労働省において第 3 回ハローワーク業

務改善コンクールが開催され、応募総数 119 件の中から選ばれた 6 件の取組状

況についてそれぞれプレゼンテーションが行われました。 

生田職業安定局長他 4 名の審査員による審査・選考の結果、栃木労働局の「最

下位からの大逆転！－組織を越えた連携で、生活困窮者の就労をバックアップ」

が、大臣特別賞（生活困窮者支援賞）を受賞しました。 

１ 発表風景 

    

２ 表彰 

    

生田職業安定局長からの表彰状授与と記念撮影 

第 3回ハローワーク業務改善コンクール 

において、大臣特別賞を受賞。 



 
３ プレゼンテーション資料（一部） 

最下位からの大逆転！

組織を越えた連携で、 生活困窮者の就労をバックアップ

第３回 ハローワーク業務改善コンクール

栃木労働局職業安定部生活困窮者対策室
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１
• 地方自治体との連携強化、顔の見える関係の構築

２
• 宇都宮市役所内ハローワーク相談窓口の開設

３
• 研修によるマンパワーの開発

４
• 業務支援ツールの開発

• 平成２５年３月開始時期

具体的な内容

２ 取組

３

プロジェクトチームの立ち上げ

日本一を目指す
ロードマップ
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今後とも地方公共団体との連携を密にし、生活困窮者の方々に対する「就労

による自立」を支援して行きます。 

 

栃木労働局職業安定部生活困窮者対策室 


